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伝えよう日本語を
広げよう徳島から

Ｊ Ｔ Ｍ と く し ま
日本語ネットワーク

　ＪＴＭとくしまでは、文化庁の委託を受け、平成２３年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業
として、「外国にルーツを持つ子どもたちの日本語指導者養成セミナー」と「親子にほんご寺子屋」のふたつ
の取り組みを実施することになりました。
　採択の知らせは、今年度総会前日の４月２２日に届きました。待ちに待った吉報に、子どもたちの未来に一筋
の光がさしたようでした。翌日の総会では事業が採択されたことを喜びあい、子どもたちのために、そして東
日本大震災の被害を受けた方々へも私たちにできることのひとつとして、この事業に皆で気持ちを合わせて全
力で取り組んでいこうと話し合いました。
　今回の申請は、私たちにとって大きな挑戦でした。文化庁のサイトで採択された団体を見てみると、自治体
や国際交流協会、大学、NPO法人など組織力のある団体が大多数です。地方の任意団体が申請しても採択され
る可能性は高くないと思われました。しかし今回は、県教育委員会学校政策課と県国際交流戦略課から同時期
に申請を勧めていただいたことが契機となり、子どもたちの未来への責任を貫こうと決意を新たにすることが
できました。
　また、１月２２日に開催したセミナー「外国にルーツを持つ子どもたちの未来への責任」に先立ち実施した学校
へのアンケート調査で、学校長や学級担任をはじめ、さまざまな立場の先生方が、子どもたちの現状や指導に
関する課題を民間の支援団体に伝えてくださったこと、そしてセミナー終了後、子どもたちを受け入れる予定
の小中学校や自治体の教育委員会から支援の問い合わせや依頼が相次いだことも大きく背中を押してくれました。
　私たちはこれまで目の前にいる子どもたちの支援に取り組む一方で、支援の仕組みづくりの必要性も痛感し
てきました。来日直後からの日本語指導者の学校への派遣や、日本語教育の専門家による体系的な研修の実
施、保護者へのサポート体制の充実等、どのようにその必要性を教育委員会や学校に提言していけばいいのか
模索するなかで、まずは手弁当で取り組み、成果と課題を発信していくということを積み重ねてきました。
　２００９年の春休みに「にほんご寺子屋」を開設したころから、学校からの問合せや相談がたびたび寄せられる
ようになってきました。来日した年齢や発達段階が一人ひとり違う子どもたちの支援の相談にともに悩み、学
校と地域、それぞれの立場で取り組むうちに２年が経ち、ようやく学校や教育委員会とのつながりが芽生え、
子どもたちの支援の仕組みづくりに向けてその芽が伸び始めたと感じています。
　申請した事業は、これまでの取り組みの中から生まれた課題を改善することと、支援の仕組みづくりに向け
ての提言につなげることを目的に計画しました。
　「外国にルーツを持つ子どもたちの日本語指導者養成セミナー」では、これまで単発で２～３時間のセミナー
を年１回程度行っていたものを、２４時間かけて系統的に実施し、子どもたちの日本語学習や教科学習に必要な
日本語指導ができる人材を養成し、来日直後からの支援体制の充実に活かすことをねらいとしています。「親
子にほんご寺子屋」は、現在月１回行っている子どもたちの「にほんご寺子屋」を週１回に拡大するとともに、
月１回の保護者のための日本語教室を併設し、学校教員や保護者同士とのよりよいコミュニケーションに必要
な日本語やマナーの習得と、学校からの通知文を理解する日本語力を習得することをめざします。これは先述
の学校への事前調査において、保護者とのコミュニケーションに難しさを感じているという回答が予想以上に
多かったことから企画しました。保護者への支援制度もまた子どもたちの支援制度と一体的に進めるべきであ
ることを提言するきっかけとなればと願います。
　目の前の、外国にルーツを持つひとりの子どものために学校や地域の人たちが力を尽くすとともに、支援制
度の充実もはかっていく、その両方ができれば、その子はもちろん、学校全体の子どもたち、ひいてはすべて
の子どもたちの夢や目標がかなう、未来に希望の持てる社会へと向かっていくのではないでしょうか。

（JTMとくしま日本語ネットワーク　兼松　文子）

「外国にルーツを持つ子どもたち」の支援の仕組みづくりに向けて
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　2010年11月16日から20日までの５日間、ＪＴＭとくしまの事務局を置く社団法人徳島県労働者福祉協議
会の久積育郎会長を団長とする中国遼寧省人民政府外事弁公室および内蒙古自治区 庫  倫  旗 、瀋陽、

クー リン キ

 哈尓濱 訪問
ハ ル ピ ン

の旅に11名の団員とともに参加しました。
　今回の訪問の第一の目的は、中国残留孤児で国府町出身の 烏  雲 先生（日本名：

う ゆん

立花珠美さん　庫倫旗第一中学名誉校長）を訪ね、第一中学で日本語を学ぶ子ども
たちに奨学金を贈るとともに、今後の教育支援について具体的な話し合いを進め
ることにありました。
　旅の２日目に訪問した庫倫旗第一中学では、初めに奨学金の贈呈式が行われ、
久積会長から烏雲先生に奨学金が手渡されました。

　その後、烏雲先生や第一中学の先生方、交流団のメンバーが見守るなか、60人の子ども
たちに日本語の授業を行いました。授業では、車や電話、家、鉄道、お菓子など、日本の
今と昔を紹介し、「わたしは□□がほしいです」「○○さんは何がほしいですか」の応答練
習をしました。そのあと、まだ見たこともしたこともないという「シャボン玉」を歌とと
もに紹介し、いっしょに飛ばして交流しました。子どもたちが笑顔で、大きい声で日本語
を話してくれて心から嬉しく思いました。
　ひとつの役割を果たせたという達成感の一方で、「真の交流とは？」ということも考え
させられました。

　庫倫旗第一中学の日本語教室は1999年９月２日に開設され、当初はＪＴＭや徳島大学、連合徳島から随時日
本語教師が派遣され、庫倫旗からも徳島県海外技術研修員として同時期に５年にわたって第一中学から毎年教
師が派遣されてきました。その後、研修員制度が廃止され奨学金も途絶えた時期には、日本語教室も中断し、日
本語教育の研修をした先生方も活躍の場を失い、図書室や理科実験室で働いていました。今は10クラスのうち、
１クラスだけが日本語を学ぶクラスで、そのほかは英語のクラスだそうです。
　教育支援が始まった当初は皆が力を入れていても、遠く離れた地であるが
ゆえに、ときが経つとともに交流が少なくなることも否定できません。しか
し、こと教育支援は一朝一夕に成果が上がるものではなく、少なくとも10年
のスパンを見据え支援と交流を続けて人が育つものではないでしょうか。
　人が育てば、支援が必要でなくなるときがいずれ訪れます。その機が熟す
るのを見届ける責任が、支援を始めた人にはあるのだと思います。そして、人と人との交流を絶やさないでい
ることも同じように大切なことなのだと思います。
　尖閣諸島問題などで両国の関係が悪化するなか中国を訪れ、人と人との交流こそが国同士の関係を乗
り越えられるという確信を強くし、JTMの活動の意義をいっそう強く見出すことができました。その
ことがこの旅の大きな成果のひとつであったと感じています。
　今後の教育支援についての話し合いのなかで、日本語を
学ぶ第一中学の子どもたちを日本に招くことが提案されま
した。初めて訪れる日本をその目で見て体験し、将来の夢
を膨らませる子どもたちの姿が目に浮かびます。子どもた
ちが日本語を学んでいてよかったと思えるような未来が待
っていること、そして、これからも人と人との交流が絶え
ないことを願い、日本語支援活動をとおして私たちにでき
ることに努めていきたいと思います。　　　

（兼松　文子）
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◆会員数（２０１０年度）　正会員５０名　協力会員６名　協力団体２
◆入会随時受付中！
　　正　　会　　員・・・会の活動に参加し、ともに運営を行います。
　　協力会員・団体・・・会の活動を支援する個人または団体

ブラッシュアップのために
　◇ 日本語指導勉強会　毎月第２土曜日
　　　〈模擬授業と意見交換〉

日本語に関心のある方ならどなたでも参加
できます。

　◇ 教師グループ研修会
　　毎月第３金曜日または土曜日
　◇ 定例会
　◇ 特別研修会
日本語学習をサポートする交流活動
　◇ 日本語サロン
　　毎週月曜日１０：３０～１２：００
　　　徳島県国際交流プラザ
親子にほんご寺子屋
　　毎週日曜日１３：３０～１５：００
　　　徳島県国際交流プラザおよびとくぎんトモニプラザ 
　就職のための日本語講座
　　５月１７日㈫～７月１１日㈪
　介護の日本語講座
　　９月５日㈪～１１月２日㈬
　　　　ヒューマンわーくぴあ徳島
　　　　主催　㈳徳島県労働者福祉協議会
アパレル日本語集合研修　１０月予定
外国にルーツを持つ子どもたちの日本語指導者
養成セミナー　　7～8月予定

活　動　紹　介 ＪＴＭとくしまのオリジナル教材紹介
Konnichiwa Tokushima

こんにちは　とくしま
徳島で日本語を学ぶ人のために

日本語の基
礎文型を学
習します。

イラストがたく
さんあり、わか
りやすいです。

会話と語彙、表現の英
語・中国語訳があり、
自主学習を助けます。

本書は初級学
習者向けの教
材です。

文型に対応し
た練習問題が
あります。

日本や徳島の暮
らしに役立つ情
報が得られます。

　�ご購入、お問い合わせは…
　　ＪＴＭとくしま事務局　または
　　 　紀伊国屋（そごう徳島店８Ｆ）
　　 　宮脇書店（クレメントプラザ４Ｆ）

◇プライベートレッスン・グループレッスン
　　初級会話から日本語能力試験対策レッスンな

どニーズにあった学習プランで指導します。
◇外国人技能実習生の日本語集合研修
◇詳しくは事務局またはレッスン専用メール
　　jtmtoku-lesson＠mbk.nifty.comまで。

… ………………………………
日本語レッスン

あ と が き

　東日本大震災が起き、日本中が今、大変なときです。こ
んなときこそ、自分にできることを一つひとつやっていこ
うと思います。
　「あわゆずぷれす」２３号ができました。どうぞお読みに
なって、ご意見・ご感想をお寄せいただければ幸いです。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （玉置　　房）

■ＪＴＭとくしま日本語ネットワーク
　　〒７７０－０９４２　徳島市昭和町３丁目３５－１
　　わーくぴあ徳島２階　㈳徳島県労働者福祉協議会内
　　TEL ０８８－６２５－８３８７　FAX ６２５－５１１３
　　E-mail　jtmtoku@nifty.com
　　URL　http://homepage２.nifty.com/jtmtoku/

発　　　行／ＪＴＭとくしま日本語ネットワーク
発行責任者／兼松　文子
編集責任者／山溝十糸子
編集スタッフ／加村　匡子・村松　幸子・辻　　暁子・安山　政子・
　　　　　　長町　順子・玉置　　房・森　　　清
印　　　刷／徳島県教育印刷㈱

… ………………………………

㈶徳島銀行生涯学習振興財団および㈶徳島新聞社会文化
事業団より助成金をいただきました。活動に対してご理
解とご支援をいただいたことに感謝し、誰もが社会との
つながりを感じられるようなチャレンジができる地域づ
くりに取り組んでいきたいと思います。

助成金をいただきました
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